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33和島村立島田小学校建築調査
Shimada elementary school in Washima village was built in
1927.People around the school are still using the school and keep it in
good condition. The school is going to be closed soon. Therefore we
made a basic architectural study of the building to think how we can use
it in a future.
Keywords: 木造校舎、閉校、地域文化財、保存


























































































An architectural study of Shimada
elementary school in Washima vil-
lage.
筑波匡介
Tadasuke Tukuba
34
の日付と、当時の村長、収入役、ＰＴＡ会長、材木屋、設計者、
職工が書かれている。6） これらは普段使われていても、今まで
気づかれる事なく忘れられていた。
「これからの校舎」
島田小学校は集落を見渡す小高い丘の上に立ち、集落の中心
としてランドマークの役割を果たしてきた。木造校舎及び運動
場は、外壁は増築部を除きそのほとんどが鉄製に変更されては
いるが、当初の下見板張りを意識したものとなっており、建物
自体の雰囲気を伝えている。また改造箇所を除いては、当初の
部材をよく残し、技術や工法の跡をたどる事ができ、昭和初期
の学校建築としての資料的価値も見出すことができる。何より
も、地域住人参加の元で学校教育が進められており今後の活用
についての地盤はできている。
この校舎が地域住人主導の元で、この先までずっと使われ続
ける事を望む。
「おわりに」
「日本近代建築総覧」7） によれば、新潟県下には80を超える
木造校舎が存在したが、現在までにそのほとんどが役目を終え、
校舎として使われなくなり活用法が見つからず放置されたまま
のものや、取り壊されたものが多くある。木造校舎が注目され
始めたのも近年のことであり、県内においても充分な実態把握
調査が行われているわけではなく、基礎的資料が充分であると
は言いがたい。このような状況の中で、建物の活用を模索して
いる今後の島田小学校について、注目をしていきたい。
参考文献
島田小学校70周年記念誌
今回の調査は造形大学一期生元井文の協力の下、文化財建造
物保存研究サークルの有志により実測調査を行い、大嶋奈美
（環境デザイン学科2年生）が作図した。
1）昭和44（1969）年に建設
2） 70周年記念誌による。発砲事件までおきた。
3 ）地域の民具を展示している。
4 ）おもにコンピューター学習のための教室
5 ）島田小学校には、奉安殿は校舎外に建てられた事がわかっているが、奉安殿とは別　
の奉安庫である可能性がある。
6 ）ここに設計・職工として名前が残される平沢和平氏は、創立70周年記念誌にこの時　
の思い出を記していた。
7 ）日本建築学会1980/03/30 当時全国に点在する近代建築を網羅的にリストアップし
ている。しかしながら長岡市内の木造校舎についての記載はなく、今回取りあげた
島田小学校も載せられてはいない。
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36 和島村立島田小学校建築調査
増築した校舎(音楽室、図書室) 図書室
特徴的な形の親柱がある階段 図工室前廊下から東側をみる
屋根裏の落書き 運動場
校舎全体
37和島村立島田小学校建築調査
奉安殿の前で作業をする生徒たち 新築当時の校舎
授業を受ける生徒たち 図書室竣工式
図書室の改装工事 羽織袴の父兄が参加
中庭からの校舎全景
